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川
上
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
男
子

20
人
女
子
16
人
の
計
36
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
主
に
走
り
込
み
が
中
心
で
、
そ
の
他
に

も
シ
ュ
ー
ト
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
練
習
も
し
ま
す
。
火
・
金
・
土
曜
日
の
週
３
日

の
練
習
は
き
つ
い
で
す
が
、
試
合
は
と
て
も
楽
し

い
で
す
。

　
女
子
は
九
州
制
覇
、
男
子
は
県
大
会
優
勝
を
目

標
に
、
ハ
ー
ド
な
練
習
で
も
チ
ー
ム
全
員
で
励
ま

し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Q  マイナンバーを他人に知られると、な
りすましされて悪用されないの？

A　  マイナンバーを使って社会保障や税などの手
続きを行うときには、個人番号カードや運転免
許証などの顔写真付きの身分証明書で、厳格
に本人確認を行うことが法律で義務付けられて
います。万が一、マイナンバーが漏えいしたと
しても、マイナンバーだけでは各手続きは行え
ず、悪用される心配はありませんが、むやみに
他人に教えないようにしてください。マイナン
バーが漏えいしたときには、本人からの請求
で、マイナンバーを変更することができます。

　新納は1832年に鹿児島城下で生まれました。32歳の
とき使節団長としてイギリスに派遣され、五代友厚
とともに紡績機械や武器などの買い付けを行ったほ
か、ヨーロッパ各地の様子などを視察しました。
　帰国後は、薩摩藩の家老として、藩政に力を尽くし
ました。また、進んだ学問を学ばせるため、帰国後すぐ
に11歳の息子をフランスに留学
させました。明治になって、一時
中央政府で仕えますが、のちに大
島島
とう
司
し
となり、奄美の人のために

尽くしました。そして1889年、58
歳で亡くなりました。

【観光プロモーション課 216-1344】

＜解説＞
答えは 新

にい ろ
納 久

ひさのぶ
脩です。

1865年に薩摩藩英国留学生と
ともに使節団長としてイギリス
へ派遣された、右の写真の人は
誰でしょうか。

学
芸
員
オ
ス
ス
メ
！

市
立
美
術
館
の
逸
品

？

のまち
知ってる わがまち
維新

鹿児島県歴史資料
センター黎明館蔵

新納久脩の墓
（冷水町）

⑫
和
田 
英
作
「
マ
ダ
ム
・
シ
ッ
テ
ル
像
」

【
市
立
美
術
館 

224
・
３
４
０
０
】

川
上
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
頑
張
る
小
学
生
を
ご
紹
介
！

元
気
あ
ふ
れ
る
さ
つ
ま
っ
子

教えて！マイナちゃん

４面の特集も
チェックしてね！マイナンバー

キャラクター
マイナちゃん

【情報システム課 216-1118】

マイナンバー制度のお問い合わせ
◇ 国のコールセンター ℡0570-20-0178
　 ※全国共通ナビダイヤル…平日９時30分～20時､
　　土･日曜日､ 休日９時30分～17時30分
◇内閣官房ホームページ （　　　　　　　　で検索）

福元 結
ゆうだい
大 君

（男子キャプテン）

大田 朱
あや
音
ね
 さん

（女子キャプテン）

　
洋
画
家
の
和
田
英
作
は
、
明
治
７
年
に
現
在

の
垂
水
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
黒
田
清
輝
主
宰

の
天て

ん
し
ん真

道
場
に
20
歳
で
入
門
し
、
外が

い
こ
う光

派
の
明

る
い
写
実
的
な
画
風
と
西
洋
画
の
基
礎
を
学
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
29
年
に
そ
の
黒
田
が

東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
の
教
授
に
就
任
し
た

際
に
、
同
科
の
助
教
授
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
作
は
、
西
洋
画
研
究
の
た
め
に
文
部
省
留

学
生
と
し
て
渡
欧
し
た
際
に
宿
泊
し
た
パ
リ
の

市立美術館
田村 学芸員

留学時代の温かな交
流がしのばれます

ス
フ
ロ
ー
と
い
う
ホ
テ
ル
の
女
主
人
を
描

い
た
も
の
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た

シ
ッ
テ
ル
夫
妻
は
、
遠
方
か
ら
勉
強
に
来

た
日
本
人
留
学
生
を
親
切
に
も
て
な
し
ま

し
た
。
当
時
和
田
の
ほ
か
に
も
浅
井
忠ち

ゅ
う

、

岡
田
三
郎
助
、
梅
原
龍
三
郎
な
ど
多
く
の

画
家
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

和
田
は
26
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
３
年

間
、
留
学
生
活
の
大
半
を
こ
の
ホ
テ
ル
で

過
ご
し
、
帰
国
す
る
際
に
お
礼
と
し
て
本

作
を
贈
り
ま
し
た
。
暖
か
な
色
彩
で
シ
ッ

テ
ル
夫
人
の
繊
細
な
表
情
が
捉
え
ら
れ
て

お
り
、
和
田
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
多
く

の
日
本
人
留
学
生
と
交
流
し
た
夫
人
の
穏

や
か
な
人
柄
が
う
か
が
え
る
作
品
で
す
。

「
秋
の
所
蔵
品
展
　
特
集
・
近
代
洋
画

の
三
巨
匠

－
黒
田
・
藤
島
・
和
田
」
で

展
示
中
で
す　
　
11
月
15
日（
日
）ま
で


